
大学図書館の使命

2009年10月27日
東京大学附属図書館長

古田元夫



なぜ大学は教育に力を入れるのか
ブランドから中味へ

• 東京大学の入学試験を突
破した、ないし東京大学を
卒業したという「ブランド」で
はなく、その学生が東京大
学で何を身につけたかとい
う「中味」で勝負する時代に



学生は「教師の背中」を見て育つ？

• 後ろを振り返ってみた
ら誰もいなかった！

• 学志の低下

低い山を登りたがる

学生



大学の役割①

• 「学問を究める」ことは、今も昔もたいへん

• 以前・・・富士登山

• 現在・・・ヒマラヤ登山



大学の役割②

• 知識社会

• 知識の爆発・・・「基礎」と
「先端」の開き

• 断片的な知識はインター
ネットで自由に入手可能

• 富士登山とヒマラヤ登山

• 「知の構造化」と「俯瞰」

きちんとした登山道の整備

ヘリコプターによる俯瞰

大学教育の役割



インターネットとべトナム研究①

• べトナム戦争期・・・べトナ
ム語の印刷物そのものが
貴重

• べトナム戦後～1980年代

• 渡航は可能に、行けば本
は買える時代

• 現地の図書館 運がよけれ
ば閲覧可、ただし筆写

• 米国国会図書館のずごさ

べトナム語資料専門の司書

系統的な定期刊行物、図書の

収集



インターネットとべトナム研究②

•  1990年代半ば以降

• 情報革命

• インターネットで入手できる情報の爆発的拡大

• 現地調査 比較的自由に



インターネットの功罪

• ウィキペディアの「ドイモイ」
の説明（2009．10．18）

• ドイモイ（ベトナム語：Đổi 
mới、「刷新」の意）は、
1986年のベトナム共産党・
第六回大会で提起されたス
ローガンであり、主に経済
（価格の自由化、国際分業
型産業構造、生産性の向
上）、社会思想面で新方向
への転換を目指すものであ
る。



大学図書館の役割

• 良質（学問的な意味で）
な情報の提供者

• 体系性

• 系統性

• べトナム語が読める図
書職員がいないと、べ
トナム研究での一流の
図書館にはなりえない



専門分野別図書館の見直し

• 学際的分野の拡大

• 学部後期課程、大学院
での視野を広げる学習
の重要性（広義の教
養）

• 大学（キャンパス）の中
央図書館の重要性

• 学部・学科の研究用図
書室とキャンパスの教
育用図書館という区分
の見直し



大学からの発信①

• Gloval Knowledge 
Sharing

• 情報のデジタル化

• オープン・アクセス



大学からの発信②

• 博士論文の機関レポジトリ
化は当然の第一歩として、
もっと大胆な戦略と資源の
投入を

• 大学に無尽蔵にある貴重
な資料

• 理系研究室の古い資料

• 文系教員の所蔵する一
次資料

• 英訳されればインパクト
が大きく変わる研究成果

• ・・・・
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